
 

 

 

 

 

  

『大津商工会議所沿革史』 

      昭和18年（1943）9月 

明治16 年5 月、政府の通達により各都市に勧業に関す

る組織の設立が促されます。これを受けて大津商法会議所

は公立の商工業者の組織設立を滋賀県に建議しました。こ

れによって翌17 年5 月21日、大津商工会議所が設立さ

れ、高谷光雄が会頭に就任します。                

【資 521】 

｢江頭農産銀行営業報告書｣  

 明治 27年（1894）1月 24日 

江頭農産銀行は、明治25 年2 月 20 日に近江八幡で開業した銀行

です。明治20 年代後半以降の滋賀県下は、近江商人や地主の手によ

り相次いで銀行が設立されていました。江頭農産銀行もその一つで、

県下の有力な農業金融機関として次第に発展していきました。                  

【明て 68（11）】 

｢長浜貯金銀行申込簿」 

明治 28 年（1895）3 月  

長浜貯金銀行は明治28 年4月 27 日の創立で、同年5 月1 日

から神戸
こ う ど

（現長浜市）で営業を始めました。その後、業績を伸ばし

昭和12 年（1937）湖北銀行と合併します。この史料は銀行株式

の申込名簿で、頭取の石居四郎平や長浜経済界の重鎮である浅見又

蔵らが名を連ねています。                       

【明て 71（68）】    

 



 

 

 

 

 

 

 

｢彦根商業銀行設立許可通知状｣ 

明治29年（1896）6月 22日 

当時、国立銀行には私立銀行のような貯蓄業務が許

されていなかったので、この部分を独立させるかたち

で、明治28 年6 月に第百三十三国立銀行の中小企業

向け金融機関として資本金4万円で近江貯蓄銀行が、

翌年7月には同じ目的により資本金20万円で彦根商

業銀行が設立されました。      【明て9（43）】 

｢長浜銀行設立免許申請状｣ 

明治28年（1895）11月 11日 

長浜貯金銀行の設立と同年の明治 28 年12 月、長浜市北船に

長浜銀行が誕生します。当初の資本金は 25 万円で頭取に近江

製糸の創立者下郷伝平が就任しました。日露戦争までは営業の

拠点を広げていきましたが、戦後はその影響による生糸相場の

変動を受け損失を被ります。結果、明治 39 年に近江銀行と合

併することになりました。           【明て 3（4）】 

｢近江貯金銀行目論見書｣ 

明治28年（1895）5月 

県下では日清戦争後の明治28 年から32 年頃にかけ

て、近江貯金銀行のような地方資産家による小銀行が多く

誕生しました。近江貯金銀行は明治28 年7 月に設立さ

れ、大正13 年の解散まで本店を大津、支店を大溝、今津、

海津、堅田に置いています。この目論見書によると資本金

は5 万円でした。     【明て 69（81）】 


